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新潟工科大学工学部建築学科教授 探 揮 大 輔
1. は じめ に
世界の三大豪雪地帯は､五大湖東側の北米､カス
ピ海東側のトルコ､日本海東側の日本である｡これ
らはいずれも中緯度地帯に位置するが､中でも日本
は､シベリアの寒気団 (-36--40℃)と如馬暖流
(10-14℃)の如く温度差が50℃にも達するため､
西高東低の気圧配置となり､前線が停滞すると継続
的に猛烈に水蒸気が蒸発し､冷やされて大雪となる､｡
そこに1万人以上が住んでいる都市が連続している
ため､豪雪問題が発生する｡ このような多雪に毎年
見舞われている北陸地域は正に世界一の豪雪地帯で
ある｡ 最近､温暖化傾向が続く中で暖冬少雪年が続
いており､雪は都市部に降らなくなると考えている
人もいるが､温暖化と降雪のメカニズムは相違して
いるため､そのような判断は早計と思われる｡
ところで､世界一の多雪地帯だとすれば雪対策は
昔から施され､独特の住まいが見られるだろうと推
察されるが､これまでの雪国には多雪に対応する住
まいづくりはなされてこなかった｡こう書くと､雪
国には､雁木通りが見られ､縁側に欄間が取られ､
厩中門造りや船椎造りが発達し､太い柱と梁で造ら
れていると反論されそうであるが､世界一の豪雪地
帯であるにもかかわらず､その程度の雪対策しかな
されてこなかったのである｡ 4寸程度の緩い勾配の
屋根は､人が上って雪下ろしをするには良い勾配と
しても､それは雪を一番溜めやすく､その向きは日
照を最大限に受けたり､風向きに合わせて吹き払わ
れるように造られている例は殆ど見当たらない｡最
近はかなり改善されてきたが､30年程遡ると､どこ
の家でも､雪囲いを雪降り前に行い､l雪下ろしをす
ると家の回りは雪ですっぽりと覆われてしまうため
に室内は昼でも電気を点けないと暗く､粗末な石油
ス トー ブとコタツ程度の暖房設備しか無く､隙間だ
ちけの住宅であった｡そのために寒く､正に冬が通
り過ぎるのを待ち､冬寵もりをしていた｡
ところで､八ヶ岳山麓の縄文時代の竪穴式住居比
は標高1000m以上の降雪地帯に分布しているが､こ
れは雪が屋根の上に積もると断熱材となり､粗末な
衣類を着てY､ても､炉の熟で暖を取る程度で子供を
育て､生き延びることができたためである｡ 雪の少
ない北海道東岸の網走の北に位置する常呂の土蜘昧
族は､放射冷却を避けるためにブッシュで造られた
屋根の上に土を盛って生活していた｡ 雪国の家は変
化したと言っても､そのような雪と共生した生活が
つい30年ほど前まで見られた｡雪見障子越しに雪景
色を楽しむ生活は､京都や金沢のように雪の少ない
地域で発達した文化で､多雪地においてはほんの一
部の家にしか見ちれなかったといえる｡
本論では､昭和35年以降の新潟県を中心とした雪
国の変化の状況を整理し､今後の住宅と居住地の整
備のあり方について展望してみることにしたい｡
2.雪問題の発生と克復･
雪は1万年前の縄文早期にも降っていたが､それ
は殆ど問題とはされていなかった｡厳寒期の一時期
を凌げば､雪の上に残された足跡を辿って行けば確
実に獲物を捕らえることができ､春になると山菜が
芽吹き､むしろ雪国こそが楽園であった｡稲作が始
まってからも､田植え時期に豊富な雪融け水が得ら
れ､好都合であった｡
これが一変したのは､我が国の高度経済成長が始
まった昭和35年以降のことである｡出稼ぎ･挙家離
村 ･太平洋側の都会-集団就職が盛んとなり､金中
心の社会-と大きく変身していく中で雪が地域の存
亡に関わる大問題となった｡
モータリゼーションの猛威の中で､雪国でも冬季
に除雪される無雪道路が整備され､マイクロバスで
兼業に出掛ける人が増え､最近はマイカーが普及し､
1世帯1台から1人1台の時代となり､冬でも夏と
変わらない生活が実現しつつある｡
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しかしこのような中で､屋根雪下ろし労力の不足
が深刻化している｡出稼ぎ時代には残された母チャ
ンと爺チャンと婆チャンが雪処理をしていたが､サ
ラリーマン社会となると､夜間に会社から帰った夫
が雪下ろしをする姿が珍しいものでなくなった｡最
近は､高齢者が増え､高齢化も第2段階を迎えてい
るが､一旧来の家の造りが70%程度と依然として多い
ために､雪処理中の死亡事故は交通事故を上回って
いる｡ 家族人数が減少し､少子高齢化が進む中で､
豪雪 ･過疎 ･高齢問題は深刻さを増している｡
ところで､多雪地では急勾配屋根とし屋根雪を自
然落下させる高床式住宅が普及しているが､これは
雪国の豊かな人生行事や年中行事,冠婚葬祭などの
地域生活様式を無視したものとなっている｡雪国に
おいて明るく暖かく豊かで文化的な楽しい住まいと
はどのようなものか､考え直すべき時期にきている｡
任地を一団地として整備する場合に補助する形に変
えられ､個別の克雪住宅建設の動きは鈍ってきてい
る｡
3.克雪住宅の建設
五六豪雪､五九からの三年連続豪雪に見舞われた
際､道路除雪については一部を除いて三八豪雪の時
に比べかなり改善されたが｣生活関連､特に屋根雪
処理の対策が遅れていることが多数指摘された｡
従って､それを契機に克雪住宅の建設が叫ばれるよ
うになり､その融資制度や補助制度の整備が計られ
た｡
その結果､多雪地帯では､新設住宅の70%前後が
何らかの制度を利用して建てられるようになった｡
その中で､自然落下式住宅の建設が最も多く､融
雪式住宅や耐雪式住宅は一部に留まっている｡ 昭和
62年4月に当時の建設省住宅局から ｢高床式住宅に
かかる面積の算定方法の特例について (通知)｣が
出されたことにより､多雪地帯では爆発的な勢いで
高床式にした自然落下式住宅の建設が進んだ｡しか
しながら､平成7年1月に阪神淡路大震災が発生し､
多数の木造住宅が倒壊したことから､高床式住宅の
地震安全性が問題となり､平成10年に建築基準法が
改正されたのを機会に､平成13年に ｢特別豪雪地帯
における高床式住宅の特例基準｣が出され､基礎の
高さが1.5mを超える高床式住宅については建築確
認申請書の提出時に構造計算書の添付が義務付けら
れ､現在､新たな局面を迎えるに至っている｡また､
これまで個別に補助や融資を行ってきたことを改
め､集団規定が緩和されたことを受けて､雪国の居
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4. 自然エネルギーを活用した屋根雪処理
前述した克雪住宅の中で､北海道では､つらら防
止とすがもり対策から考案されたM型屋根の無落雪
式住宅の建設が昭和50年代から見られるようにな
り､札幌 ･江別 ･倶知安 ･旭川などに普及し､平成
に入る頃から青森県にも建設の広がりが見られるよ
うになっている｡
山形県では､戟後､県内のハウスメーカーが屋根
勾配の緩いモダン住宅の建設を行っていたが､昭和
46年に ｢雪国の屋根は水平に限る!｣ と永井秀二郎
氏が主張し始め､木造耐雪構造と併用する中で､地
吹雪地帯の屋根として､住宅 ･体育館 ･工場などに
採用され､成果を上げている｡
筆者は､昭和56年に北陸のべ夕雪豪雪地帯向けと
して通気融雪屋根の提案を行った｡現在未だ実験段
階で普及しているとは言えないが､気温 ･風 ･日
射 ･雨 ･結露などの自然エネルギーを活用すること
で､3m地帯でも雪下ろしを不要とする屋根の開発
に目途1)が立ちつつある｡ ,
今後､それぞれの地域の自然条件を活かし､建築
形態を工夫することで､C02を発生させることな
しに､屋根雪下ろしをしないでも済む耐雪型住宅の
建設が主流になるものと期待される｡
5.克雪から利雪 ･親雪 ･和雪の時代へ
昭和50年代から進められてきた克雪住宅の建設
は､一定程度の成果は見られたと評価できるが､そ
れによって可処分所得の相対的な減少がもたらさ
れ､若者の流出は依然として食い止められないでい
る｡
最近は､金と工学的な技術によってねじ伏せよう
とする動きに対して反省の声が聞かれるようにな
り､雪と親しむ雪祭りなどの各種イベントが盛んと
なり､住宅も高断熱 ･高気密住宅が登場する中で､
ペアガラス越しに雪景色が楽しめるようになりつつ
ある｡ そして､雪中に酒や野菜 ･果物などを貯蔵し
たり､雪の冷熱を利用して夏に雪冷房を行うなどの
試みが見られ､雪を資源として捉え､雪を文化の中
に取り込む動きが活発になってきている｡
6.雪国におけるこれからの住宅更新の姿
(1…)雪荷重
二 最近､木造在来工法の見直 しが叫ばれるように
妻らているが,従来の木構造方式では420kg/m2しか
耐雪力は期待できないとされてきた｡それは積雪が
2mを超すと､柱や梁がミシミシと音をたてるよう
になり､続き間座敷などの襖が動かなくなり生活が
できなくなってしまっていたからである｡
,しかしながら､最近では木造で lt/m2程度の耐
雪構造の建物も幾つか見られるようになっている｡
(2)-'.鴨居の吊り構造の見直し
;:∴梁の許容曲げ挟み量は､スパンの1/20である｡ こ
のことは､例えば4mのスパンの場合､2cmまで許
されるが､鴨居と襖とのゆとりは2-｣5mm程度しか
な恒ために建具が動かなくなる｡このため､雪荷重
420k9/m2を超えると木造耐雪構造は成立しないとさ
れてきた｡しかしながら､これによって直ぐに壊れ
蒔きしまう訳ではない｡陸梁の嶺みを吊り束によって
鴨居に伝えてしまう在来の方法を改め､鴨居を独立
屯た形とすれば解決が付 く｡ そのような見直しが在
来木構造全般に必要となっている｡
(･3巨土台と基礎の取 り合わせ
･'L十 投に布基礎の上に土台をアンカーボル トで緊結
JLさ.その上に柱を建て､ホールダウン金物で固定L
にいるが､この方法だと､屋根に雪が積 もると､そ
の繰 り返し荷重によって5m以上､土台に柱がめり
込むミことが予想される占.
:1これを防止するためには､i柱を直接基礎の上に立
露た り､長ほぞにして基礎にほぞの先端が接するよ
う龍一したり､土台との間に堅木を入れて接地面積を
昔こ,15倍にしたりする必要がある｡
(触 1高床式の基礎
･:;∴前述した高床式住宅の場合､基礎部分はこれまで
鉄筋コンクリー ト造の壁式で造られているものが多
鳩が ､ この主構造を鉄骨ラーメン式とし､小梁をそ
'Q立の間取りに対応させて配置し､その上に土台を
配t､柱を鉄骨梁に溶接 したプレー トで緊結するよ
う‥にすれば､雪のある時の地震にも強くなるものと
考えられる｡
(5恒屋根形状の見直し
これまでの屋根は､雪下ろしを前提として造られ
露きたために人が上っても安全なように比較的緩い
3/io享4/10程度にされてきたが､この勾配の場合､
吹き溜まりが生じやすく､融雪水の排水も良いとは
言えない｡気温が低 く､風の強い地域では屋根の高
さを統-して､水平に近い屋根とする｡べ夕雪地帯
では急勾配屋根とし､できれば屋根を南面させる｡
滑落式の場合､雪を多く落としたい側の屋根を大き
くし､少なくしたい側を急勾配として少なくするな
ど異形屋根の家とする｡ このような工夫をもっと積
極的に行っていく必要がある｡
(6) 雪国生活様式の確立
十日町市の雪祭 りは二冬になると何もすることが
なくなり地域の活気が失われてしまうので､それを
打破するために皆が外に出て､雪ダルマなどの雪像
を造ったり､芸能を楽しんだりしようということで
昭和24年頃から始められたとの-ことである｡
最近の新設住宅には､個室が確保されるようにな
り､電気コタツと石油ス トー ブ ･テレビが設置され､
一人で閉じ寵もる生活が広がっている｡
現在も続き間座敷を確保 している家は多 く見られ
るが､かつてはイロリのある茶の間で広間型生活を
行っていた｡そのような開放型間取 りにおける生活
に戻すのは最早困難かも知れないが､それを再評価
し､個室文化から脱却し､新たな雪国生活像を明確
にして行 く必要がある･｡
7. 雪国における豊かな居住地像の明確化2)3)
(1)50年再現期待値積雪探の把握
先ず､自宅の建っている又は建てようとしている
場所の積雪がどの程度になるか､過去の積雪深記録
から50年再現期待値積雪探を把撞する必要がある｡
それが､0.3-1.0m未満か､1.0-2.0m未満か､2.0
-3.0m未満か､3.0-4.0m未満か､4.0m以上かに
ょちて､雪処理の仕方やそこでの冬q)生活の仕方は
大きく左右される｡
(2) 雪国生活像の明確化
居住する場所が決まり､そこにおける積雪探も把
握できたら､冬の生活をどのようにしたいか明確に
する必要がある｡ 屋根雪処理はどうしたいか､家族
のライフステージ毎の生活スタイルをどのような形
にしたいか､地域コミュニティをどのような形とし
たいかなどについて明確にす.る必要がある｡ 場合に
よっては､その場所を諦め､措いた生活像の実現で
きる場所を選定し直す必要が生ずることもある｡
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(3) 屋根雪処理方式の選定
生活像を措いた中で､最も費用対効果の高い屋根
雪処理方式を選定する｡自然落下式とするためには
堆積余地を確保する必要があるし､融雪方式とすれ
ばそのイニシャルコスト･ランニングコスト･メン
テナンスコスト･償却費を考慮する必要がある｡載
雪構造とするためには最初から構造計算をして設計
し､雪庇対策などを講じておく必要がある｡
敷地内で屋根雪処理を行うとすれば､どの屋根雪
処理方式を選択するかによって､自ずとある宅地の
規模と形状の場合､そこに建てられる住宅の規模と
形状は決まってしまう｡将来や近隣の状況を踏まえ
て慎重に決定する必要がある｡
(4)住戸規模
うが､その中で家族何人が､個人 ･夫婦 ･家族全体
で何をしてどのように過ごしたいかによって本来は
決められるべきものである｡
住戸は､室の集合体として成立しているが､室は
多数の生活行為に対応した平面要素の集合体となっ
ている.住戸規模が小さくこ室数が少ないと､重層
的な形で生活行為がこなせるよう一に各室が装備され
ていないと､濃密な生活を楽しめるようにはならな
い｡これと逆に大きいと､室分化が進むが､それに
見合った生活が無い場合には､ガランとした寂しい
ものとなってしまう｡規模がある程度大きく無いと､
やりたい生活行為を満足する水準で確保できない｡
このようなことから､各自のライフステージにおけ
る生活を明確化し､ライフサイクル全体を見渡した
中で､それが適正な形態で確保できる規模の住戸を
獲得することが求められる｡
ところで､日本海側の多雪県の住戸規模は､どこ
も全国の上位を占めている｡概ね､単身世帯層の居
住しているアパートは30m2程度､一般サラリーマン
層の借家は75m2程度､一般サラリーマン層の持家は
150m2程度､伝統住宅居住階層の持家は300m2程度か
それ以上となっている｡ これを参考にもうー 度自分
にとって必要なまたは獲得したい規模と形状はどの
桂皮となるか検討してみる必要がある｡
(5) 住宅の形態
現在の庭付き一戸建ての場合､雪を考慮するなら
ば､総二階建てとすべきである｡1階にLDK+続
き間座敷を確保し､2階に個室を確保する形ではそ
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のバランスが悪くなる｡ 1階の接地性の確保できる
スペースに高齢者夫婦の居室又は続き間座敷を確保
し､車庫の上の中二階にLDKを確保し､二階に夫
婦と子供の個室を確保し､全体を一つの大屋根で覆
うような形態が一つのタイプと言えるのではないだ
ろうか｡
(6) 居住地形態
居住地の形態としては､戸建て住宅地､低層Jli合
住宅団地､中層集合住宅団地､高層集合住宅団地､
超高層集合住宅団地が想定される｡ 雪国では､圧倒
的に持地持家が多い｡しかしながら､雪処理の負担
の軽減や寒さ対策の観点からすれば､高層又は超高
層の集合住宅の方が優れている｡それに一気に移行
するのは雪と寒さ以外にも様々な地域生活様式が存
在するので現状では困難であるが､将来のオプショ
ンとして検討する価値は高いと言えよう｡
(7) 宅地の規模と形状
宅地の規模は､100m2未満､100-200m2未満､200
-300m2未満､300-600m2未満､600-1000m2未満､
1000m2以上のどれが確保できるか､またはできてい
るであろうか｡この規模だけでなく､道路はどちら
側にあり､除雪の程度はどうか｡また､その宅地内
に母屋 ･車庫 ･庭の確保をどのようにするか｡その
場合､先に選定した屋根雪処理方式を採用するとど
のような余地を確保しなければならないか等を検討
する必要がある｡そうすると､同じ面積でも､その
間口と奥行き､道路の位置等によってかなり利用価
値が異なることに気が付く筈である｡
個人では､宅地の区画割りについて発言する余地
は少ないが､宅地開発業者が事前に建築協定を設定
し､ゼロロットラインを設けたり､前後の画地を半
分ずつずらして販売するなどすれば狭くても居住地
全体の環境はかなり快適なものとできる筈である｡
(8) 相隣関係の調整
雪国における居住地の特徴は､先ず雪処理対策が
挙げられるが､次には濃密なコミュニティの存在が
ある｡これまでは雪が降ると隣近所で喧嘩をして哩
み合う姿が見られ､あそことあそこは伸が悪い等と
噴かれるが､それは家が建て込んで来て､それまで
に培われてきた雪処理に関するルールが共有されな
くなったために生じる摩擦と考えられる｡
今後は､理想とする居住地像を共有し､屋根雪処
理方式毎に建築後退距離を設定したり､塀を廃止し
たり､木を植える時のルールを明文化したりした建
築協定を締結し､地区計画制度の導入を計って無用
なトラブルの発生を未然に防いで良好な住環境整備
を推進する体制を確立する必要がある｡そうすれば､
自ずと地域コミュニティは復活し､再生するものと
期待される｡
8.お わ りに
雪間題の提訴は昭和初期に松岡代議士が行ってい
るが､住民自らが深刻な地域間題として認識するよ
うになったのは､我が国が高度経済成長しはじめ､
マイカーが普及し､農村的な地縁 ･血縁をベースと
,した自営業社会から生活緑 ･生産緑による新たな工
業や商業的なサラリーマン社会に移行する中で生じ
発過去40年間においてでしかない｡
三∴新全総によって新幹線と高速道路の整備､新産都
市や工特地区の整備には日を見張るものがあるが､
居住地整備については大規模ニュータウンの建設が
大都市圏でなされたものの ｢遠く･高く･狭い｣住
宅供給しかできなかった｡最近は急速に少子高齢化
が進む中で集合住宅は敬遠され､庭付き一戸建て住
宅の獲得が全国的に進み､その数の充足目標が達成
された｡そのような中で雪国でも質の向上､良好な
后住環境の整備が叫ばれるようになっている｡
雪国では､HOPE計画 ･克雪タウン計画 ･住宅
マi:タープランづくりがなされてきたが､その成果
は未だ目に見える形とはなっていない｡4万人規模
で計画された長岡ニュータウンは雪国における第1
号としてその成果が期待されたが､計画から30年】
経った現在､入居者は3,000人程度でしかなく､計
画人口は1万人に削減されてしまった｡
A-我が国における居住環境整備は､世界の先進国の
みならず､最近は中国や韓国などの周辺国に比べて
も遅れが目立つようになっている｡中でも雪国では
夜中にサラリーマンが自宅の雪下ろしをせざるを得
なくなっていたり､高齢者の雪処理事故は交通事故
以上となっているなどの実態が報告されている｡
住宅は｢私有財産｣であるが､町並を形成する｢公
的資産｣でもある｡ 所有者である個人の意見や生活
状況については尊重する必要はあるが､皆がもっと
快適に過ごせる居住地づくりを目指す必要がある｡
最近の雪国では､住宅は規模も大きく､交通の便
もマイカーによって確保され､スーパーやコンビニ
も近くに立地し､そこそこに住むことはできるよう
になった｡しかしながら､急速に進んだ少子高齢社
会の中で､地方都市に居住することの良さの実現を
もっともっと推進する必要があると思う｡
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